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NICTサイエンスクラウドのコンセプト


TDW


大規模地上・衛星観測データ


地上観測・衛星観測


大規模シミュレーションデータ


NICTスパコン
 阪大パコン

東南アジア観測


太陽観測衛星
データ受信


ロシア域観測


国内定常観測


名大スパコン


京都大・名古屋大などとの共同観測。NICT
のJGNを活用した共通データ伝送網利用を
検討中。


クラウド上の複数スパコンを仮想化。どの
スパコンデータも同じストレージに出力。
（地球磁気圏シミュレーションなどで利用。）


スーパーコンピュータ


並列WS


ハウジングサービス


あらゆる観測データとシミュレーショ
ンデータを大規模ストレージに蓄積。
並列処理や可視化を行う。（所内外
の様々なプロジェクトでストレージを
利用。）


独自サーバをハウジングし
て、WWWサービスやデータ公開を
行う。大規模ストレージを利用するこ
ともできる。（宇宙天気予報業務や
ERG計画、SMILES計画などが利
用。）
 WWWサーバ


データ公開
サーバ


大規模ストレージ上の大規模データを高
解像度で可視化。（航空機SARデータや気
象大学校などで利用。）


観測とDBの一元化（観測機
器・観測網の仮想化）


大規模分散スト
レージ（～270TB）


NICT（小金井・大手町・けいはんな）、
名古屋大、大阪大などにストレージ
を分散して設置。


観測データや他研究機関データとシミュレーション
の融合。（気象庁客観解析データによるリアルタイ
ム電離層擾乱数値予測など。）


GPGPUを用いた新しいシミュレーションシステムの構
築。（九州大学などが研究開発。）


構築したNICTサイエンスクラウド（リソース）


JGN（10G）


分散ストレージ 
（500TB～1PB）


クラスタ計算機 
（GPGPU 

＋Infiniband）


クラスタ計算機 
（並列可視化）
仮想化（分散）スパコン


NICT
 阪大


名大
（東北大）


TDW（36面）


VPNサーバ 
（PackeDX）


リフレクタサーバ 
（50同時アクセス）


他クラウド
網


観測（セン
サー）網


RDBMS 
RDF‐DBMS


データ収集
エージェント 

メタDB 
観測DB 

JGN（10G）


本研究に関
連


Gfarm


JGN2+


国内規模での分散ストレージ（Gfarm）のパフォーマンス


沖縄 
ファイルシステム

ノード 

大阪 
ファイルシステム

ノード 

小金井 

RTT:  40.4 ms 
帯域:  518.2 Mbps 
GfarmFSデータ転送 
　Read:   9.2 MB/sec 
　Write:  8.8 MB/sec


大手町 
ファイルシステム

ノード 

RTT:  10.9 ms 
帯域:  929.6 Mbps 
GfarmFSデータ転送 
　Read:   28.1 MB/sec 
　Write:  25.4 MB/sec


RTT:  0.92 ms 
帯域:  941.0 Mbps 
GfarmFSデータ転送 
　Read:   64.1 MB/sec 
　Write:  41.8 MB/sec


メタデータ 
サーバ 

クライアント 
ノード 

ファイルシステムノード 

JGN2+


1G


10G

10G


10G


参考：USB2.0メモリの実効転送速度  Read: ～15 MB/sec, Write: ～3MB/
sec


ユーザ＠小金井（クライアントノード）が各データサイト
（ファイルシステムノード）の10MBのファイルをRead/Write


35TB
 35TB


35TB
 35TB

3.3TB


35TB
 35TB
 35TB


RTT:  0.13 ms 
帯域:  941.2 Mbps 
GfarmFSデータ転送 
　Read:   81.4 MB/sec 
　Write:  49.0 MB/sec


21TB
 17TB


サイエンスクラウド分散ストレージ実績・状況


クラウドによる
スパコン仮想化


沖縄
 大阪
 名古屋
 東京
 九州 

NICT 
沖縄センター


（NICT京阪奈 
センター）


大阪大 
CMC
 名大


（NICT 
小金井）


NICT 
大手町


Gfarm


（極地研）


仮想化
スパコン


仮想化


JGN2plus


JGN2plus
九州大


データ
出力


可視
化


ジョブ
投入


仮想LAN


NICTでは、日本初のサイエンスクラウドであるOneSpaceNetを構築中である。OneSpaceNetはNICTのJGN2plusを基盤として、
大規模ストレージ、大規模可視化環境（タイルドディスプレー）、スパコン仮想化、メタデータベースとDBMS、クラスタ可視化シ
ステム、VPNSサーバ、ストリーミング・リフレクタサーバなど、新しい科学研究のためのクラウド環境である。
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研究開発：リモートDMA over TCP/IP（およびUDT） 
リアルタイム処理のための高速メモリ間伝送システム開発


バッファサイズ 送信側性能値(Gbps) 受信側性能値(Gbps) 

4MB 8.434 8.060 
8MB 8.476 8.359 

16MB 8.487 8.087 

TCPの実測結果 
（H.23年5月）


スパコン
 処理サーバ


TCPまた
はUDT


UDT：遠距離高遅延用プロトコル


↓未実装



